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CO2 を炭素源とした産廃由来炭化ケイ素合成の研究開発
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2024年の主な成果

☆カーボンリサイクル型高純度炭化ケイ素粉末（99%以上）の合成が可能

☆省エネルギー・クリーンかつ産業廃棄物の化学ポテンシャルを活かした「マイクロ波燃焼合成」により、合成時のエネル
ギー消費を大きく低減

☆CO2の半永久的な固定化が可能に ☆カーボンリサイクルとマテリアルリサイクルを同時達成、高度循環型社会構築に貢献

広島県大崎上島にあるCR実証研究拠点での研究開発
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recycling.nedo.go.jp/en/carbon-recycling/#page-about-B

世界的に研究例の少ないカーボンリサイクル型炭化物合成に係る研究
開発を推進し、CO2を炭素源とした産廃由来炭化ケイ素合成の実用化・
事業化を最終目標に、そのコア技術確立のためのベンチスケール試験
を行い、プロセスの最適化とコスト評価を行うことを目的とする。

反応伝播を確認

建造した連続炉

研究開発項目②：CO2を資源としたSiC 合成プロセスのエネルギー供給
方式決定と連続炉開発

研究開発項目①：火力発電所から分離・回収したCO2 を用いたバッチプ
ロセス試験

研究開発項目③：SiC-SiO2-Si 試料からのアルカリ洗浄工程の大容量化

研究開発項目④：事業化の検討

XRD結果

10 20 30 40 50 60 70 80 90

2θ (°)

水ガラスへの硫酸滴下による
湿式シリカ合成

1 m

カーボンリサイ
クル型SiC粉末

アルカリ洗浄の
大容量化

課題と今後の取組

実用化・事業化の見通し

☆プロセスの洗練化によるカーボンリサイクル型SiC粉末高純度化技術開発と事業開発が必要

☆PVセルほか廃棄物からのリサイクル利用量を増大させることで、本技術の社会貢献度を向上させたい

☆SiC市場の成長性を基盤とし、本技術で得られる環境配慮型SiC粉末の安定供給により、環境意識の高い企業との
連携を通じて市場開発を推し進める
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